
不斉触媒を用い、イミンへの亜リン酸エステルの付
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化合物の合成に成功しました。
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技術概要
　アミノホスホン酸類は、生理活性を有する化
合物が多いため、その合成法の開発が期待され
ていた。当研究室は、これまでに合成が難しかっ
た光学活性アミノホスホン酸の簡便な供給を可
能とした。また、環境にやさしい合成技術の開
発にも成功した。

背景・従来技術
　医薬品、ファインケミカルにおいて重要なア
ミノホスホン酸類は、今後、需要が高まると考
えられるがその有効な供給方法が存在しなかっ
た。

特徴
　これまでに効率的合成が難しいとされていた
光学活性アミノホスホン酸化合物の合成を、新

しい不斉触媒を開発することで可能とした。医
薬品合成等では、様々な形態での合成手法が求
められるため、α- アミノホスホン酸合成では、
除去が容易な保護基を用いる手法、環境にやさ
しい三成分連結型合成法を開発し、β- アミノホ
スホン酸合成では、これまでに報告例のないア
ジリジンからの効率的合成手法を開発した。

実用化イメージ
　本技術における新規の不斉合成触媒の試薬と
しての実用化のみならず、それを用いた不斉合
成法の医薬品候補化合物合成への利用、機能性
材料合成への利用、有機合成反応への利用が期
待できる。そのため、医薬品・ファインケミカル・
農薬・化粧品・化成品メーカーにおいて実用化
が期待される。
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　新しい不斉合成触媒や不斉合成技術の開発を行なっています。ご興味があれば、ご連絡ください。
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